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「気候変動適応策の国際展開：G20サミットを視野に」



持続可能な開発目標（SDGs）と気候変動

IPCC 1.5℃特別報告書 第5章 FAQ 5.2

・ 持続可能な開発と1.5℃目標の同時達成を視野に、気候変動に強靭な社会へ

・SDGsの複数のゴールへ分野横断型で取組むことにより、Trade offを回避し

つつ、シナジーを実現 →社会変革



サヘル・アフリカの角地域に
おける砂漠化対策(AI‐CD) 2.0（仮称）

森林・生物

多様性保全

水資源・
地下水
開発

農業・

農村開発

防災

EcoDRR

気候変動の影響
干ばつ洪水

森林減少防止(REDD+)
・リモートセンシング
・持続的森林資源経営

・気候変動予測を加味した
水資源ポテンシャル分析

・深井戸技術や貯水技術
・渇水調整のルールづくり

・アフリカ稲作振興のための共同体
(CARD)

・小規模農家向け市場志向型農業
振興(SHEP)

・食と栄養のアフリカ・イニシアティブ
(IFNA)

・干ばつ支援(灌漑、農業保険)

・災害メカニズム分析

・分析に基づく社会の
再建計画

生態系を活用した
防災・減災

水を起点とするマルチ
セクターアプローチ

（例：統合水資源管理）

気候変動との闘い（サヘル・アフリカの角地域）



アジア大都市における水資源管理への取組

水不足

水質汚濁 洪水・浸水

地盤沈下

アジアの大都市の水問題 統合的な水資源管理が必要

①表流水・地下水・雨水

②利水・治水・水環境

③上流域と都市域

④上水道・下水道・雨水利用・雨水排水

⑤インフラ・法制度・規制・住民参加・水需要管理

⑥気候変動対策、防災、水資源管理

JICAのアプローチ

① 気候変動対策の主流化、防災の主流化

② 多岐に亘る課題と組織を束ねるトップの啓発

③ 政策推進・社会的合意形成のメカニズムの構築

④ データに基づく科学的な政策立案

⑤ 実行可能な計画策定と実施支援

⑥ 新たなファイナンス方法の追求

⑦ 他の開発パートナーとの連携

ケース：ジャカルタ地盤沈下対策プロジェクト

①モニタリング

②緩和策：地下水揚水規制、
代替水源確保

③適応策：防災

④体制整備、啓発

⑤アクションプラン

都市化 気候変動



•開発による新たな
リスク創出の防止
•防災配慮
•事前防災投資

アジア大都市における防災主流化

世界の災害犠牲者の9割は開発途上国の人
々、その6割以上がアジア地域、特に大都市

リスク
増大

災害に強靭な都市の総合的整備を支援

Case: フィリピン：ダバオ市

総合治水対策M/P
• 市内3河川の外水対策
• 中心市街地の内水対策
• 高潮対策

インフラ開発計画策定
• 管理能力向上

Eco-DRR
マングローブ林整備

ダバオ川

市街地

マティナ川

タロモ川

外部資金リソースとの連
携を検討（世界銀行、アジ
ア開発銀行）

気候変動による
洪水の頻発
海水面の上昇



最後に

インプット→アウトプット

●個別分野枠内で協力
（例：砂漠化、上水、防災）

気候変動適応を目的
としてインパクト志向

●複数分野の組み合
わせが不可欠

●スケールアップを視
野に

従来 SDGｓ時代

全てに影響：

アプローチ選択～インプット～アウトプット～予算管
理～チーム編成・人材育成～調達～資金動員


